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１．まえがき 

盛土工事に伴う軟弱地盤の長期沈下観測結果によると，実際地盤においても二次圧密と思われる沈下が継続

している場合が多い 1)．このような二次圧密的長期沈下を含めた一次元圧密沈下量を設計段階でより適確に把

握できれば，盛土量算定や不等沈下対策にとって有用である．しかし，現時点では標準圧密試験で観測される

二次圧密を実際地盤の圧密沈下量予測にどのように反映させるか明らかでない．最大排水距離の異なる供試体

の圧密量時間曲線は，圧密量が時間の対数に比例して発生するいわゆる二次圧密領域で重なり合うか否かいわ

ゆる Isotache について現在でも議論されている 1）2）．この報告では現場の一次元圧密沈下量を予測する場合，

標準圧密試験によって決定された圧密量が，同じ時間係数における現場の圧密量に対応するのか二次圧密を含

む一次元圧密解析で検討した．また，最大排水距離の異なる供試体の一次元圧密試験によって Isotache の成立

を調べた． 

 
２．二次圧密を含む一次元圧密解析 

一次元圧密において，有効応力σ´による正規圧密飽和粘土の間隙比 e の変化は，式(1)で表される．  

   

ここに，CC  は圧縮指数，Cαは二次圧密係数，t は圧密層内各点の圧密開始後の時間 t  i  は二次圧密の開始時

間，有効応力と間隙比の下付添え字の 0は圧密前の初期状態を表す．間隙比の変化量 de は，一次元圧密による

変化量 deｐと二次圧密による変化量 deｓの和として式(2)で与えられる． 

 
 
 また，  deｐと deｓは次式で表されると仮定した． 
 
 
 式(2)を一次元圧密方程式(5)に代入すると，式(6)が得られる． 

  

                       
ここに，kは透水係数，γωは水の単位体積重量，u は過剰間隙水圧，yは圧密層内の距離である．  

また，式(6)の差分方程式は，式(7)で示される． 

                    

  

ここに，α=dt･cv/dy2≦0.5，cv= k (1+ e0)/γω/  mpである． 

一次元圧密の差分計算のための初期条件と境界条件は次のとおりで

ある． 

 

ここに，Hは圧密層の最大排水距離， σ∆  は圧密荷重増分である． 

 

３．計算結果と考察 

式(7)で圧密量時間関係を計算した結果が Fig.1と Fig.2である．計算に用いた土質定数は表 1に示した．最大

排水距離 H=1cmで計算した圧密量時間曲線の一例を Fig .1に示した．Fig .1に示すように最大排水距離の異なる 
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Model Cc Cα  e0 σ∆ (kPa) 

Silt 0.5 0.02 1.5 42.37 
Clay 1 0.04 2 19.62 
Peat 4 0.2 8 13.34 
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供試体の圧密量時間曲線が，平

行移動型になるのであれば標準

圧密試験の 1日後の圧密量で求

めた体積圧縮係数ｍｖを用いて

最大排水距離の異なる供試体や

現場の圧密沈下量を予測しても，

圧密量の大きさは二次圧密に影

響されない．Fig .2 に示すよう

に最大排水距離の異なる圧密量時間曲線が Isotache 型となる場合，同

じ時間係数に対応する圧密量は大きくなり，Fig.2の場合，約 1.7倍で

ある．最大排水距離や二次圧密係数Ｃαが大きくなると標準圧密試験

の圧密量と同じ時間係数の圧密量は，対応して大きくなる．Ｃｃ，Ｃα

を 3種類に変化させた土モデルで一次元圧密解析を行い，その影響を

調べたのが Fig.3である．Hの増加とともに圧密量比εH/εH=1cmは増大

しＣαが大きな場合程その影響は大きい．Isotache が成立する場合，標

準圧密試験の 1日後の圧密量は現場

の圧密量予測に利用できないことに

なり，本報告のような二次圧密を考

慮した一次元圧密解析が必要となる． 

 
４．実験方法および実験結果 

 Fig.4は泥炭試料を 3種類の最大排

水距離で行った圧密試験結果である．

試料が均質でないため多少のバラツ

キが生じるが ,最大排水距離の異な

る供試体の圧密量時間曲線は ,二次

圧密領域で重なり合わず互いにほぼ

平行である．Fig.5a，6a，7a は最大

排水距離の異なる正規圧密粘土と過

圧密粘土の圧密試験結果である．圧

密量時間曲線は泥炭と同じように平

行移動型である．分割型圧密試験に

おける各分割供試体の圧密量時間曲線も二次圧密領域で互いに重なり合わない．過圧密比 OCR=6 で二次圧密

速度がかなり減少しても最大排水距離の異なる圧密量時間曲線は平行移動型となり，標準圧密試験の１日後の

圧密量で現場の圧密沈下量を過小に予測する可能性は少ないようである． 

 

５．まとめ 

二次圧密を含む一次元圧密解析によれば， Isotacheが成立する場合,二次圧密が大きく最大排水距離の大きな

場合ほど,室内圧密試験の圧密量と同じ時間係数における現場の圧密沈下量は大きくなる．最大排水距離の異な

る過圧密粘土の一次元圧密試験で,平行移動型の圧密量時間曲線が得られた． 
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